
【一口メモ】 

○
き
っ
か
わ
も
と
は
る

吉
川
元
春 

戦
国
大
名
と
な
っ
た

も
う
り
も
と
な
り

毛
利
元
就
の
次
男
。 

母
親
の
実
家
で
あ
る
吉
川
氏
を
相
続
。 

吉
川
氏
は
現
在
の
北
広
島
町
北
部
地
域
を
本
拠
と
す
る

く
に
し
ゅ
う

国
衆
（
有

力
な
領
主
）
で
、
元
春
が
当
主
と
な
っ
て
以
降
は
、
大
名
毛
利
氏

の
も
と
で
主
に
山
陰
方
面
の
軍
事
指
揮
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

○
じ
つ
み
ょ
う

実
名 中

世
の
人
々
が

げ
ん
ぷ
く

元
服
（
成
人
）
し
て
名
乗
る
名
前
。 

名
付
け
親
の
後
字
を
も
ら
っ
て 

実
名
の
前
字
と
す
る
こ
と
が
多
い
。 

実
名
と
同
時
に

け
み
ょ
う

「
仮
名
」
（
通
称
）
も
、
も
ら
い
ま
す
。 

実
名
や
通
称
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

元
服
前
は

わ
ら
わ
な

「
童
名
」
を
名
乗
り
ま
す
。 

    

○
こ
こ
に
登
場
す
る
児
玉
氏 

児
玉

な
り
た
だ

就
忠
は
毛
利
元
就
の

ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん

奉
行
人
（
官
僚
）、 

 
 

も
と
よ
し

元
良
は
毛
利
隆
元
・
輝
元
の
奉
行
人
、 

 
 

は
る
た
ね

春
種
は
吉
川
元
春
の
奉
行
人
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。 

 

○
か
お
う

花
押 

サ
イ
ン
・
自
分
の
署
名
（
自
署
）。 

現
代
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
裏
に
記
し
た
サ
イ
ン
を 

本
人
確
認
の
た
め
に
使
い
ま
す
ね
。 

花
押
も
そ
れ
と
同
じ
役
割
を
し
ま
す
。 

年
を
と
っ
た
り
、
立
場
が
変
わ
っ
た
り
、 

あ
る
い
は
偽
造
防
止
の
た
め
、 

花
押
を
変
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
資 

 
 

 

元
長 

吉
川

も
と
な
が

元
長 

 

つ
る
じ
ゅ
ま
る

鶴
寿
丸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し

ょ
う
の

じ
ろ
う

少
輔
次
郎 

 
 

 

じ

ぶ

の

し

ょ

う

治
部
少
輔 

元
服 

改
名 

任
官 

（
童
名
） 

（
実
名
） 

（
仮
名
） 



【一口メモ】 

○
百

か
ん貫

（
も
ん文

）
と
は
… 

中
世
後
期
の
中
国
地
方
で
は
、
村
の
規
模
を 

「
○
貫
（
文
）（
＝
○
石
）」
と
表
し
ま
し
た
。 

厳
密
に
検
地
し
て
測
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、 

「
だ
い
た
い
○
貫
（
文
）
＝
○
石
く
ら
い
」
と 

お
お
ま
か
に
示
し
た
の
で
す
。 

 

ち
な
み
に
… 

百
貫
文
（
＝
百

こ
く石

）
の
規
模
と
は
、 

一
た
ん段

（
約
一
、
〇
〇
〇
㎡
）
当
た
り 

五
〇
〇

も
ん文

（
＝
〇
．
五

か
ん貫

＝
五

と斗
） 

の
年
貢
を
収
納
し
た
と
仮
定
す
る
と
、 

二
〇

ち
ょ
う町

（
約
二
〇
ｈａ
）
の
面
積
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
グ
ラ
ン
ド
18
個
分
に 

相
当
し
ま
す
。 

  



【一口メモ】 

 
○
椙
原
保
（
杉
原
保
） 

京
都
に
あ
る
石
清
水
八
幡
宮
に
伝
わ
る
文
書
に
よ
り
、 

・
椙
原
保
が
備
後
国
に
あ
っ
た
こ
と
、 

・
荘
園
領
主
が
石
清
水
八
幡
宮
で
あ
っ
た
こ
と
、 

な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
今
の
ど
の
あ
た
り
な
の
か
に
つ
い
て
は
、 

謎
の
ま
ま
で
し
た
。 

通
説
で
は
、
椙
原
保
を
「
苗
字
の
地
」
と
す
る
椙
原
（
杉
原
）
氏

の
子
孫
で
あ
る
木
梨
氏
が
、
現
在
の
尾
道
市
木
ノ
庄
町
・
原
田
町

付
近
を
本
拠
と
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
が
椙
原
保
の
有
力
な
推
定

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
胎
蔵
寺
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、 

椙
原
保
が
今
の
福
山
城
跡
周
辺
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、

謎
が
解
け
ま
し
た
。 

 



【一口メモ】 

○
「

い
っ
こ
う

一
行
」
と
は
… 

・ 

文
章
の
終
わ
り
（
書
き
止
め
）
が
「

い
っ
こ
う
く
だ
ん
の
ご
と
し

一
行
如
件

」
と
な
っ
て

い
る
文
書
を
、「
一
行
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

・ 

殿
様
（
主
人
）
が
、
家
臣
（
従
者
）
に
対
し
て
所
領
を
与
え
た

り
、
家
督
の
相
続
を
認
め
た
り
す
る
と
き
、
正
式
の
証
明
書
と

し
て
「
一
行
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

・ 

「
中
世
文
書
を
読
む
（
一
）」
で
紹
介
し
た
吉
川
元
春
の
手
紙

（〈
天
正
十
二
年
〉
三
月
晦
日
付
け
）
や
、
毛
利
輝
元
の
手
紙
（
天

正
十
二
年
三
月
二
十
一
日
付
け
）
は
、
所
領
を
与
え
た
り
、
家

督
の
相
続
を
認
め
た
り
す
る
と
き
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

あ
く
ま
で
“
内
々
の
約
束
”
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
、

“
内
々
の
約
束
”
に
用
い
る
文
書
は
、「

お
ひ
ね
り

御
捻
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。 

・ 

書
き
止
め
が
「
一
行
如
件
」
で
な
く
て
も
、
正
式
の
証
明
書
と

し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
（
例
え
ば
、
前
回
の
展
示
資
料
）
は
、「
一

行
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

  

○
「

く
だ
し
ぶ
み

下
文
」
と
は
… 

・ 

文
章
が
「

く
だ
す下

」
か
ら
始
ま
る
文
書
を
「
下
文
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。 

・ 

地
位
の
高
い
人
・
機
関
か
ら
、
地
位
の
低
い
人
・
機
関
に
対
し

て
“
下
す
”
文
書
で
す
（

じ
ょ
う
い
か
た
つ

上
意
下
達
文
書
）。 

・ 

平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ
（
例
え
ば
、

か
ん
せ
ん
じ

官
宣
司
・

せ
っ
か
ん
け
ま
ん
ど
こ
ろ

摂
関
家
政
所
下

文
・

い
ん
の
ち
ょ
う

院
庁

下
文
・
国
司
下
文
な
ど
）、
鎌
倉
・
室
町
幕
府
で
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
（
将
軍
家
政
所
下
文
・
将
軍
下
文
）
が
、
次

第
に
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

・ 

周
防
・
長
門
両
国
を
本
拠
と
す
る
大
内
氏
は
、
戦
国
時
代
に
も

使
用
し
ま
し
た
。 

  


